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リチウム電池電解質 LiFSI を開発 

LiFSI の工業的製法を開発し実用化に目途 
 
株式会社日本触媒（本社：大阪市中央区、社長：池田全德、証券番号：4114.T）は、革新

的なフッ素化技術を応用し、リチウムイオン電池用の新規電解質であるリチウムビス（フル

オロスルホニル）イミド〔LiFSI〕の工業的製造方法を確立しました。２０１３年度より本

格販売の予定です。 

 
近年需要が増大しているリチウムイオン電池において、高い性能や長寿命を達成するため

には、高性能の電解質が求められています。日本触媒は、純度の高い LiFSI を効率良く安価

に生産できる新規プロセスを開発しました。２０１３年度より、年産２００～３００トン規

模の設備により本格生産を開始し、２０１５年度にはリチウムイオン電池用電解質として、

２０億円以上の売上を目指しています。 

 
◆ LiFSI の特徴 

・高電流負荷特性、低温特性、高温保存特性、充電保存特性等のリチウムイオン電池 

の諸性能を多面的に改善する 

・電池の膨れを防止し、長寿命化を実現する 

・悪影響を及ぼす性能項目が殆どないため、添加剤として広く使用できる 

 
本品の詳細については 2 月 29 日から東京で開催予定の第 3 回国際二次電池展で、また作用機構については 3 月 29 日か

ら浜松で開催予定の電気化学会第 79 回大会で発表予定です。 

 
【問い合わせ先】 

株式会社日本触媒 IR・広報室 

TEL:03-3506-7605 〒100-0011 東京都千代田区内幸町 1-2-2 

E-mail: shokubai@n.shokubai.co.jp 


